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1．はじめに


































「ACTFL」というのはこのテストを開発した The American Council on the 
Teaching of Foreign Languages（全米外国語教育協会）の略称で、「OPI」と














名は 2 回目欠席）を対象にOPI の予備調査を行った。学習者の国籍は、中国、





No. 受講者 会話クラス 中級日本語履修 1回目 2回目 変化
1 ａ J4 ○ 中級下 中級中 ↑
2 ｂ J4 ○ 中級下 中級上 ↑
3 ｃ J4 ○ 中級下 中級上 ↑
4 ｄ J4 ○ 中級下 中級上 ↑
5 ｅ J5 ○ 初級上 中級下 ↑
6 ｆ J5 ○ 中級下 中級中 ↑
7 ｇ J5 ○ 中級下 中級上 ↑
8 ｈ J5 ○ 中級下 中級上 ↑
9 ｉ J5 ○ 中級中 中級上 ↑
10 ｊ J5 ○ 中級中 中級上 ↑
11 ｋ J5 ○ 中級中 中級上 ↑
12 ｌ J5 ○ 中級中 中級上 ↑
13 ｍ J5 ○ 中級中 中級上 ↑
14 ｎ J6 ○ 中級中 上級下 ↑
15 ｏ J4 ○ 中級中 欠席
16 ｐ J5 ○ 中級中 欠席















開始時 2014年 4月 16日、18日、22日、25日
終了時 2014年 7月 8日、9日、11日、16日
秋学期
開始時 2014年 10月 3日、8日、10日






No. 受講者 会話クラス 中級日本語履修 1回目 2回目 変化
1 Ａ J4 ○ 中級下 中級中 ↑
2 Ｂ J4 ○ 中級中 中級上 ↑
3 Ｃ J5 ○ 中級中 中級上 ↑
4 Ｄ J5 ○ 中級中 中級上 ↑
5 Ｅ J5 ○ 中級中 上級下 ↑
6 Ｆ J6 ○ 上級下 上級下 →
7 Ｇ J6 ○ 中級中 中級中 →
8 Ｈ J5 　 中級上 上級下 ↑
9 Ｉ J5 　 中級下 中級中 ↑
10 Ｊ J5 　 中級中 中級上 ↑
11 Ｋ J5 　 中級中 中級中 →
12 Ｌ J6 　 中級中 上級中 ↑
13 Ｍ J6 上級中 上級下 ↓
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表 4　秋学期「中級日本語」履修者および非履修者の会話テスト判定結果
No. 受講者 会話クラス 中級日本語履修 1回目 2回目 変化
1 Ｎ J4 ○ 中級下 中級中 ↑
2 Ｏ J4 ○ 中級下 中級上 ↑
3 Ｐ J5 ○ 中級上 上級下 ↑
4 Ｑ J5 ○ 中級中 中級中 →
5 Ｒ J5 ○ 中級中 中級上 ↑
6 Ｓ J6 ○ 中級上 上級下 ↑
7 Ｔ J4 　 中級下 中級下 →
8 Ｕ J4 　 中級下 中級中 ↑
9 Ｖ J5 　 中級上 上級下 ↑
10 Ｗ J5 　 中級中 中級中 →
11 Ｘ J5 　 中級中 中級上 ↑
12 Ｙ J5 中級上 上級下 ↑
　表 3の結果を見ると、春学期「中級日本語」履修者は 7名中 5名が判定レベ
ルが上がっており、2名が 1回目と同じ判定であった。一方、非履修者は 6名
中 4名が判定レベルが上がっており、1名が変わらず、1名が下がっていた。

















　会話方略（communication strategy）について、Tarone （1977），Poulisse 
（1990），Celce-Murcia, Dörnyei, & Thurrell （1995）等がいくつかの分類
をしているが、このうち、Celce-Murcia, Dörnyei, & Thurrell （ 1995）は、
表 5に示すような会話方略の分類を行っている。






































































































開始時 中級・中 1 11 2 13 7 2
終了時 中級・上 4 9 9 4 10 6
履修者Ｃ
開始時 中級・中 7 0 1 7 2 4
終了時 中級・上 4 0 2 6 1 4
履修者Ｄ
開始時 中級・中 5 0 5 3 3 0
終了時 中級・上 5 0 13 5 3 0
履修者Ｅ
開始時 中級・中 2 0 2 0 0 4
終了時 上級・下 1 0 4 3 0 3
非履修者
Ｊ
開始時 中級・中 0 0 5 22 1 0
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